












2015年度愛知大学法科大学院入試間題集

入試日程 C日程 出題科目名 小論文

1. 出題の意図

(A)について

天野郁夫『［増補］試験の社会史』平凡社ライブラリ ー 602(2007年）と題する本の中からの抜粋

(176·189頁）を読ませた上で、この筆者が述べたいところを的確に指摘し、要約することを求

めている。 限られた時間内で、 文書を読解し指定された行数内でまとめる能力を試している。

(B)について

上記(A)を前提として、 筆者は職業資格付与と試験との関係を どのように考えているかを、 自

分なりに咀咽した形で論述できるかを試している。筆者の考え方をまとめ上げるのにも、列記さ

れた具体例を交えながら述べさせることで、 文章力を試している。

(C)について

(A)、 (B)でまとめた内容を基にして、文を的確に理解し、 それを個別事例に当てはめながら、

筆者の論理を丸呑みするのではなく、自分の考えを明確に主張し、批判的にとらえられることを

試す意図である。

2. 講評

問題文は、『 I増補l試験の社会史』からの一部を抜き出したものであり、筆者は、教育と専門職

のあり方について、史実を例示しながら説明している。法曹を目指す者にとって知っておいて欲

しい知識であり、初めて接する知識であっても今の自分と結びつけて自分なりの視点で、文書構

成ができるかを試す意図があった。

(A)では、 出題者としては以下のような点を期待していた。 まず、 筆者が述べている 「職業資

格と試験」という考え方を正しく捉えてまとめることである。 筆者は、 ヨ ー ロッパ中世の大学、

明治時代の教育制度、代言人、立身出世と話を展開しているが、この説明は全体の一部に過ぎず、

筆者の述べたいことの全体像を想像し補いながら、 簡潔にまとめられるかを試している。 概ね、

殆どの答案が規定の行数内で上手くまとめられていたが、 本文を丸写しにしている答案が多く、

自分の言菓として咀喘した表現で書けた答案は少なかった。

(B)、 (C)では、著者の考えを鵜呑みにするのではなく多方向からの批判的な観点から、具体例

を挙げながら広く自由に論じていただくという意図であった。答案には、さまざまな記述がなさ

れていたが、主観的な話を述べることに終始しすぎて客観的に検討ができておらず、バランスを

欠く答案もあった。著者の主張する考え方には、さまざまな角度から批判検討ができるはずであ

り、どのような立場をとるにせよ、理路整然と論理展開ができている答案には高い評価を与えた。

小論文試験のように、短時間に文書を読みこなし、それを自分なりに理解して批判的に論評し、

綺麗で読みやすい文章を書くことは、H頃から手書きで文章を書く訓練をしていないとできない

ことである。 また、 誤字が無く日本語として「読みやすく」「論理的な」答案と、 そうでない答

案があったのは例年どおりであった。
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